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1. 目的 

3DCADでクーロンポテンシャルの模型を作製することで、3DCADの知識を深める。 

 

2. 方法 

SolidWorksを用いてクーロンポテンシャルの図面を作成した。 























 



 

Fig29.完成図 

 

 

 

 

描いた図面を 3Dプリンターで印刷した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 結果 

図面通りに印刷された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig30.上から撮影 

 

 

 

 

 

Fig31.斜めから撮影 



4. 考察 

図面通りには印刷されたが、矢印で示す部分も印刷されていたため、クーロンポテンシ

ャルの片側の穴が表に出ていない状態になっていた。矢印の部分の切り取りや、削るな

どの処置を施すか、クーロンポテンシャルを片方ずつ分けて印刷することが必要ではな

いかと考えられる。 


